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社会福祉法人 そうそうの杜 

  

 

 

 

 

 

【 本部 】 

 

 平成 26年度は、法人設立以来 13年目の

年で法人設立以来の大きな節目の年であっ

た。まず 4月に請求問題から始まり 9月に

は利用者に対する金銭的虐待、年が明けて

3月には女性利用者に対する性的虐待と法

人の存続自体を揺るがすような大きな問題

が発生した。 

 結果的に、請求に関しては大阪市に報告

して過誤請求を行った。 

 また、虐待事象に関しては、大阪市に速

やかに報告するとともに法人としての対応

策を考慮し 2度と起こしてはならない問題

に対して真摯に向き合い、理事会を筆頭に

法人を挙げて取り組んできた。 

 被害者に対しても、真摯に対応してきた

ので最終的には示談として解決を見ること

ができた。 

 ただし、今回の大きな問題の流れはこの

案件が独立しているものではなく、法人設

立以来、支援費制度や障害者自立支援法等

の障害者施策の転換期に早めに法人組織を

動かしてきた流れの中で、法人の体質のゆ

るみが結果として不祥事を起こす土壌につ

ながってきたものと受け止めている。 

 その意味で、今後の法人運営を適切に行

っていく上では、コンプライアンスの意識

を徹底していくことと、障害者虐待や障害

者差別の問題に対して徹底的に取り組んで

いかなければならないことを示唆した１年

であった。 

 

 障害者総合支援法の平成 26 年度の改正

は、障害程度区分が障害支援区分、ケアホ

ーム（ＣＨ）とグループホーム（ＧＨ）の

一元化、重度訪問介護が知的障害者と精神

障害者に拡大。この 3 点が大きな変更であ

った。 

 まず、障害支援区分については、従来か

ら認定調査で指摘されてきた知的障害や精

神障害に反映されにくい部分が配慮され、

行動関連項目の中にかなり改善されたこと

から１次のコンピューター判定の変更が難



しくなり認定審査会の意義が弱くなってい

ることも事実であり、認定調査員の力量を

挙げるとしても限界を感じる。 

ＣＨ／ＧＨの一元化については、経過的

給付が終わり、結果的に包括型のグループ

ホームを選択した。従来のグループホーム

に対する考え方として施設ではなく、個人

の住まいとして考え、経過的給付が終わっ

たときにヘルパー派遣だけで地域生活を支

えるという方向で意思統一してはきたが、

最終的には包括型のグループホームの選択

とせざるを得なかった。 

重度訪問介護については、知的障害者１

名を居宅介護から重度訪問介護に変更した。

この利用者は、１人暮らしであるが行動障

害が顕著であり、２４時間の見守り支援が

必要な人であり、制度として長時間介護が

確保できることは、知的障害のある人に対

しても効果的であった。 

 

また一方では、公益法人としての社会福

祉法人に向けられる眼も厳しくなってきて

いる。これは社会福祉法人改革の議論の中

で内部留保に関する問題から、今後の社会

福祉法人の在り方に対して様々な議論が出

されている。 

 このような背景の中で、そうそうの杜が

社会福祉法人としてのアイデンティティを

確立し、社会福祉法人が求められている役

割を果たしていくための年として位置付け

ていたつもりではあるが、出してはならな

い不祥事に追われ処理に忙殺されたために

新たな構築にはつながらなかった。 

 

 以下の事業については年度当初に新たな

事業として企画していたものだが、城東区

や大阪市などとの関係もあり、特に近年は

大阪市もプロポーザル方式で事業を募集し

ておりプレゼンに対する位置づけが高まっ

ている。 

 

１．こどもシェルター事業（城東区委託事

業） 

 実施できず今後も予定が無。 

２．城東区発達障害サポーター支援委託事

業（城東区委託事業） 

 別紙 報告書のとおり 

 区内中学校・小学校に配置されている発

達障害サポーターに対して講習会を年間２

回、面談・アンケート調査などを実施しサ

ポーターの質の向上を目指した。 

３．大阪市障がい者就業・生活支援センタ

ー（北部地域センター）事業（大阪市委託

事業） 

 業務委託先の変更により急きょ当法人で

受託することになり１年間実施した。初年

度だったので前受託法人からの引継ぎを実

施しながら新しい登録者への対応など混乱

をきたすことも多かったが何とか年間を乗

り切った。 

４．生活困窮者支援事業 

平成２７年４月から本格実施される生活

困窮者支援事業の下半期のモデル事業に応

募したが、結果城東区社協が受託すること

になった。そのために法人としての実施は

なくなった。時代の流れが障害や高齢など

といった狭い枠組みで要援護者の支援を考

える時代ではなく、地域福祉という観点で

視野を広げた地域福祉を展開していくこと

が求められる時代の中で大変重要な事業と

して位置付けていたが、社会福祉法人とし

て違った手法を考えていく中で地域福祉に



取り組んでいかなければならない。 

５．寺子屋 

 ２年目であるが、城東区社会福祉協議会

の善意銀行を通じて中学生の寺子屋授業と

名付け今年度は、蒲生中学校だけでなく鯰

江中学校の利用者も増え年間通して実施す

ることができた。 

  

●現在の利用登録者（平成 27 年 3 月利用実

績から） 

 相談支援（サービス利用計画作成） 

 67 名 

 相談支援（地域定着支援） 

           57 名 

 障害児相談     27 名 

 居宅介護支援    14 名 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

就労関係      

     87 名 （利用定員 80 名） 

 生活介護関係    

    48 名 （利用定員枠 40 名） 

児童関係 42 名 （利用定員枠 10 名） 

ホームヘルパー派遣関係 

（平成 27 年 3 月登録） 

   居宅介護 101 名  

重度訪問介護 22 名  

同行援護 24 名 

   訪問介護 15 名 

 移動支援           55 名 

 ケアホーム          15 名 

短期入所       5 名（利用定員） 

  

あくまでも延べ人数であるので複数の法

人内資源を利用していることを勘案すると

約 300 名以上の利用者と想定できる。その

意味では、法人としての役割や責任の重要

性を持ちながら今年度に発生した虐待等に

ついては深く反省をするとともに重大さを

認識しなければならない。 

 勿論この間、特に法人として独自に実施

してきた本人の想いである地域での生活を

し続けるということを理念としてきたので

この想いについては揺るぎのない姿勢で臨

みコンプライアンスに裏打ちされた支援を

目指してきた。 

① 城東区の地域に根ざしていくこと 

② 知的障害のある人を中心に障害の 

ある人がその人の希望する地域で生活 

し続けること。 

 現在、城東区内に知的障害のある人の地

域生活が 70 名超の支援行っているが夜間

体制支援等の関係から限界に近い状況も見

えてきた。 

 

１．相談支援 

 ＊障害分野 

平成27年4月からサービス利用計画の作

成が全障害者を対象に拡がることに決定し

ている。 

 現在、そうそうの杜ではサービス利用計

画作成 67 名 地域定着相談（一般相談）57

名、」障害児２７名である。（平成 27 年 3

月実績）法人の利用者だけの計画相談を想

定した場合、単純に考えてみても全体の利

用者が 300 名としたら計画相談だけで現在

の 5 倍の量をこなさなければならない。 

 制度の進行が待ったなしで27年4月を迎 

えるので早急に体制の強化を図らなければ

ならないのだが、全利用者に広げるにして

も法人では 6 名の相談支援専門員がいるが

限界がある。 

 また、数の問題だけではなく相談支援専



門員としての質の問題も考慮しなければい

けないので安易に増やすということもでき

ないままに終わってしまった。 

 

 ＊介護保険 

障害福祉サービスを利用していた方が加

齢や特定疾病により、介護保険に移行せざ

るを得ない場合に従来の支援の流れが滞ら

ないようにしていかなければならない。 

今年度も新たに数名の方が介護保険に移

行したものの課題となるのは、障害者施策

と介護保険の関係で介護保険が優先になる

ので障害施策で来た人にはなかなか使いに

くいのが介護保険である。 

基本的には、エンパワメントと権利擁護

を視点において過不足のない支援を目指し

た。 

 

２．就労支援 

 現在、5 か所の資源で定員合計 80 名その

内訳は 

就労継続支援Ａ型  定員 10 名 

就労移行支援    定員 16 名 

就労継続支援Ｂ型（創奏座座・つむぎ館・

今福事業所）  定員 54 名 

  

今年度の一つの目標としては、Kawasemi

の体制強化をして何とか黒字化と大阪市障

がい者就業・生活支援センター（北部地域

センター）の事業の円滑な運営を目指して

きた。 

 また、奈良市と精華町で展開している「は

たたんプロジェクト」を充実させ 

Kawasemi の野菜供給を賄うつもりでいた

が現実的にはそこまでの力量が伴わなかっ

た。 

 10月に社会福祉法人丸紅基金から150万

円の寄贈を受けトラクターを購入すること

ができて農作業については格段に機動力が

発揮できるようになった。 

 Kawasemi については、10 月に売り上げ

が取り敢えずの目標の 100 万円を突破した。

その後 11 月、27 年 1・2・3 月にかけて 100

万円を上回る実績が安定的になってきた。 

 開店いらい 2 年強かかったが、ようやく

地域の皆さんにも認知されて、特に昼食時

は満員の状態が当たり前となってきつつあ

る。しかし従業員については、発達障害者

の雇用の場として位置付けてはいるが、開

店当初から雇用していた 2 名が退職するこ

とになった。理由は認知特性上、働き続け

ていくには非常に難しい 2 名ではあったが 

適切な対応が取れないまま退職にいたった。 

一方、年間通して定員を充足することがで

きなかったので売り上げだけでなく、利用

者の確保ができなかった。 

 また、年度当初に Kawasemi の従業員と

して働く前段階の場所（一定の料理に対す

る知識、技術などを磨く場）の必要性を論

じていたが今年度の中で実施することはで

きなかった。 

また、事業所内作業についてはそれぞれ

の場所ごとに障害特性に合わせた形でそれ

ぞれが特色を出し合いながら利用者が特性

に合わせて選べるように内容の特色化を図

ることによりそれぞれの事業所が環境をつ

くっていった。 

一方、受託作業においては、25 年度に施

設外就労を 2 か所で実施したが今年度は更

に 1 か所を確保し他事業所との共同で取り

組んだ結果新たな刺激を受けることができ

た。 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

３．日中活動支援 

 生活介護（庵）    定員 20 名 

     （げんげん） 定員 20 名 

 児童発達支援・放課後等デイサービス 

（伝）定員 10 名 

  

 生活介護と児童デイサービスは医療的ケ

アの充実のために今年度も喀痰研修を引き

続き行ったが看護師の実地研修が伴わなか

ったために実際のヘルプ場面ではできなか

った。 

庵は、毎年の課題ではあるが利用されて

いる方の訃報が続く中で利用者の確保が難

しい現状の打開策をなかなか見出していく

ことも大きな課題として残っている。 

また、入浴の希望についても女性の希望

が多く時間的な配分など解決していかなけ

ればならない課題が残った。 

 げんげんは、日中活動もそれなりにプロ

グラムが固定されてきたので更なる活動の

充実ができたのではないかと思われる。 

 こちらは、男性の障害の重い人が多くな

っているので障害の重い人に向けた環境つ

くりや構造化等に取り組んでいくための課

題は残ったが、最大の課題はフロアの中に

利用・スタッフが３０名くらいひしめいて

いる中で環境要因から引き起こされる混乱

も多いのでハード面の改善が必要ではある

が現状では難しさもあった。 

 伝は、児童福祉法の対象になり、地域に

おいても児童発達支援や放課後等デイサー

ビス事業者が増えてきている。 

 主に発達系の児童を対象としている事業

者が多いが、伝の場合は発達系と重心の児

童の混合利用になっているのでプログラム

の難しさがある。 

 利用人数については、ほぼ定員の 10 名に

なっていることが多くスタッフも経験上安

定した対応ができるようになり利用児童に

とっては効果的なプログラムが提供できて

いる。 

 

４．地域生活支援 

今迄も、今からもこの部分がそうそうの

杜らしさを具現していく部署として根幹を

なしてきたが、今年度の経済的虐待の関し

ては組織としての緊張感のなさを呈した結

果このような不祥事に至ったと想定できる。 

 これは、他にモデルの無い独自の地域支

援システムの中でスタッフ個人にかかる責

任や業務の煩雑さもこのような問題を見逃

す土壌につながっていったものと思われる。 

 個人の責任の範囲と組織としての緊張感

との関係をしっかりと見極めながら業務の

整理を計ったが次年度以降への大きな課題

として残された。 

 

５．防災マニュアル等の見直し 

 前年度は、防災検討委員会でかなり精力

的に発生時の要援護者の対策や緊急物資や

物品などかなり充実することができた。今

年度も想定不可能な地震に対して更に深め

ていく予定であったが毎月の防災避難訓練

は定着したもののマニュアル等の見直しに

は至らなかった。 

 関西において想定されている南海トラフ

地震への対策としての物資保管倉庫や物資

の充実は図ることができた。 



 

６．会議・研修について 

●会議 

 全体会議（基本的に第１土曜日） 

 運営会議（第 1.3.5火曜日午前） 

 役職者会議（第 2.4火曜日午前） 

 拡大チーフ会議（臨時） 

 ケース会議（毎週木曜日、午前 2ケース、

午後 2ケース） 

 運営会議が混乱の為に実質機能しなかっ

た。 

●研修 

 ７月 河坂 昌利 法人理事 

   社会福祉法人の理念とは。第１弾 

 ８月 高井 敏子 

 加古川はぐるま福祉会 理事長 

 社会福祉法人の課題 

９月 人権研修 福村 守田 

11月 河阪  法人理事 第２弾 

  社会福祉法人理念構築に向けて 

12月 蒲生中学校長 吉信 勝之 

これからの社会福祉法人を考える  

２月 高岡 健 岐阜医大大学院准教授 

  双極性障害について 

１～3月 

   これからの新たなそうそうの杜の理 

念構築へ向けて  

スタッフを６グループに分けディスカ 

ッション 

●年度課題 

 年間通してケースへの取り組みをまとめ

る。外部の学識経験者等に選考を依頼し、

優秀作 3点を決定し、次年度決算理事会に

て・表彰し発表を行う。 

 また、全体をまとめて研究紀要として冊

子にする。 

 スタッフは提出したものの実施できなか

った。 

 

７．当事者活動…金曜サロン・SSE 会・ク

ラブ活動・余暇活動 

 知的障害のある人を中心に当事者活動を

推進していきたいとの主旨で様々な活動を

提示してきた。今年度も更に充実した活動

になるように推進していきたい。基本的に

は余暇の活動の充実を目指していくことで

ある。 

・金曜サロン…金曜サロンは廃止 

・SSE 会…毎週金曜日 今年度の旅行はデ

イズニーランドへいった。 

・クラブ活動 

  一五一会 ・フットサル ・テニス同

好会 ・ハイキング ・マラソン 

クラブ活動は、主にそれぞれが週ごとに取

り組んできた。テニスとハイキングは月１

回の開催。一五一会の活動が若干低下した

以外は順調に活動を行った。 

 

・旅行 

  各部署別に希望地を選び、規模の大小

（個人・団体）に係わらず実施し可能な限

り利用者主体の企画で多人数の企画や少人

数の企画で大きな事故もなく楽しめた。 

 

８．海外日系人研修 

 今年度は受け入れなし  

 

９．城東区関連 

 ①自立支援協議会（NPO 法人地域自立支

援推進協議会 JOTO） 

 この４～５年間、運営に関して中心的な

役割を担ってきた。今年度は NPO 法人で就



労継続支援 B 型事業の実施も予定し、参加

事業所、団体の意識が上がってきているの

で、財政的には安定化の方向に向かうと考

えられるので今年度は 1 歩下がった形で協

議会を支え後方支援に力を入れた。ただし

相談支援に関してのみは、２７年４月へ向

けて体制作りも入れて相談支援部会を中心

に取り組んだ。 

 

②地域活動協議会 

 24年度から地域活動の拠点として、従来

の町会組織の集まりである連合の活動から

地域活動協議会を中心に展開されてきた。 

 ２年目の今年度は、各協議会とも活動が

活発に実施されるようになり、法人として

も可能な限り参加した。 

 現在、参加しているのは聖賢校下と城東

校下に参加している。 

 

③学校協議会（蒲生中学校） 

 また、同じ改革が学校対しても実施され

学校協議会の参加を要請されたこれも地域

活動協議会と同じ位置付けで係わってきた。

２年の任期で一年目の学校の課題が良く見

えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【創奏座座・Kawasemi／つむぎ館／今福

事業所】 

（就労支援移行支援・就労継続支援 A 型・

就労継続支援Ｂ型） 

 

○ まとめ 

平成 26 年度は、就労事業全体でも様々な

事にチャレンジできた年であった。 

昨年度に続き、座座の移転を進めること

ができ、より良い形で日中の作業を行う形

も取れ、新しい企業との取引も初めて行く

事が出来た。更には法人が違う事業所間で

は難しい他事業所と協同で施設外就労を実

施することができた。出来るだけ多くの利

用者に経験として施設外での作業を体験し

てもらった。施設外就労での実績は順調に

推移し、企業側との関係性の向上が図れた

と感じており、利用者と企業側の関係者と

も良い関係が取れてきた。 

作業収入に関しては、多方面に向けて作

業を新しく取りいれることや、施設外就労

を増やすなどしながら収入アップが出来た。 

更に、Kawasemi としては従来の企業か

らの受注とは違い、地域に根ざしていくと

いうコンセプトを大事に、いろいろな事に

取り組んで来られた事から、ようやく地域

に定着してきたので一定の売り上げが出来

るようになってきた。そのために売り上げ

が上がる事で、原価率も下げる事ができた。 

就業支援に関しては、A 型事業所も含め

てとはなるが、新たに「大阪市障がい者就

業・生活支援センター 北部地域センター」

の受託もあり、8 人の就職者を出す事が出

来た。 

事業収入に関しては、施設外就労も順調

に取り入れる事ができた事などもあり、就

職者のパーセンテージも高く加算が取れた

事もあり、利用者数については、就職など

での減少により少し減るが、トータルには

大きな増減無く推移することができた。 

しかし、営利企業も含めて就労関係の事

業者が増えてきたこともあり、利用者の確

保という点では今までのような安穏とした

姿勢ではなく、営業に動かざるを得ないこ

とも示唆される年でもあった。 

また大きな意味での反省としては、利用

者もスタッフも含めて、また事業の展開に

おいても、一つ一つを具体的に、見直して

いく事が必要になってきた年度であった。 

各事業所・企業・就職場所・施設外就労・

御家族・生活環境など、目の前にあること

の基礎作りをすることで土台を安定させ、

連携をどういった形でとっていくのか？が、

「今、やらなければいけない事」と見えた

年であった。 

 

○以下は、添付資料参照 

 資料１．利用者の状況 

・創奏座座 

就労移行支援（定員 10 名） 

就労継続支援Ｂ型（定員 20 名） 

定員 30 名 登録 32 名 

・Kawasemi 

就労継続支援 A 型（定員 10 名） 

登録８名 

・つむぎ館 

就労継続支援Ｂ型（定員 20 名） 

登録 21 名 

・今福事業所 

就労移行支援（定員６名） 

就労継続支援Ｂ型（定員 14 名） 



定員 20 名 登録 26 名 

就労全体では合計定員 80 名に対して 87

名の登録状況であった。 

利用定員とほぼ同数の登録としている。

年齢層として 10 代から 30 代の方が多く。 

全体的には、昨年度とほぼ同じ平均年齢

となっている。男女比では男性が 56％、女

性が 44％となり、昨年度よりも若干女性が

多いという結果となっていた。 

 

 資料２．利用者の障害状況 

全体では知的障害80名、身体障害13名、

精神障害 8 名で知的障害のみの利用者が

85％であった。 

知的障害のみの割合については昨年と同

様であるが、精神障害が若干ではあるがふ

えているのが特徴であった。Kawasemi で

は特に発達障害の方を主としていることも

あるが、全体的な増加を表している。 

 

 資料３．利用者の生活地域 

全体として城東区が 67％、昨年度よりも

少し減少していることからも、地域に根差

した事業所としての役割りを担っていると

共に城東区以外の地域が 32％と、他区から

の利用希望（ニーズ）が大幅に増えてきて

いる事がうかがえる。 

 

 資料４．退所者の状況に関して 

合計 14 名の利用者が退所になった。退所

理由は、就職者が８名ではあるが。家庭の

都合などから引越などが特徴である、ただ、

生活地域としては城東区以外の方が占めて

いたことからも、支援の限界（本人の将来

を見据えて）を感じ、退所に至ったケース

があることは今後の支援の質の更なる向上

を求められるところであった。 

 

資料５．就職者の状況に関して 

今年度は８名の利用者が就職。年度始め

に目標として掲げた「５名を就職に繋げる」

という目標を達成できたと言えるが、就職

先に A 型事業所が 4 人と言った事や障害就

業・生活支援センターを請け負った事もあ

り、更なる就労支援の細やかさや、多様な

角度からの見極めなど、スキルアップの必

要性を感じた。就職者を年齢別で見てみる

と、10 代１名（男性）20 代２名（男女各１

名）30 代３名（男性２名・女性１名）・40

代１名（男性）・50 代１名（男性１名）、と

なっている。昨年と同様年齢の高い方も就

職に繋がっているが、やはり若い方も増え

ている。既就職者の状況については、継続

して働き続けることができた。一人でも多

くの利用者を就職に繋げていくことは、就

職後のフォロー体制をどうしていくかとい

う課題と直結する。 

 

 資料６．就職者の就職先状況に関して 

多くの企業が就労継続 A 型事業への興味

を持ち、多くなっている事からも進路先の

一つとして考えられている。 

障害があるということで短時間、低賃金、

低待遇というような条件にならないよう求

職活動の段階から「生活全体」を見据えて

見極めていく必要がある。 

 

 資料７．仕事の状況に関して 

今年度の収入合計は 13,674,476 円。昨年

度の収入より 1,316,362 円、上回る結果で

あった。新たな企業との仕事も増えた事も

あり、来年度への収入アップが更にできる



と手応えのあった年度だった。 

 

 資料８．工賃の状況に関して 

 全国 47 都道府県の就労継続支援事業所

の平均工賃が全国最低レベルにある大阪

（約 10,000 円弱）にあってはかなり高いも

のではあるが、昨年と同水準で出してはい

るが、収入とのバランスを再度考えていか

ないといけない。 

 

 資料９．日課に関して、 

 日課に関しては、創奏座座、つむぎ館の

事業所は月～金曜日（9 時～17 時または 10

時～16 時）を基本とし、今福事業所は月～

金曜日（9 時～17 時）としている。ただ、

その中にあっても各利用者の心身状況や障

害特性に配慮し、個別のスケジュールを設

定して受け入れを行っているケースもあり、

そこから就職に繋がった方もおられた。 

 スケジュールに関しては従来同様、始業

と終業をしっかりと認識できるように事業

所ごとに定時に朝礼・終礼をおこない、朝

礼時には当日の予定の確認、連絡事項を伝

達し、終礼時にはその日の振り返りと翌勤

務日の予定を周知している。 

 また、事業所ごとに外出行事なども取り

入れ、日中活動の充実と言う意味において

も作業と異なる側面からの支援も忘れては

いない。 

 スタッフの会議は毎月第 1 土曜日を基本

とし、それ以外にも必要に応じてミーティ

ングを行ってきた。 

 

 資料 10.年間スケジュールに関して 

 昨年同様、恒例となった夏と冬の旅行で

は、利用者の実行委員とスタッフが協力し、

レクリエーションなどを行ってきた。 

また、城東区のイベントや自立支援協議

会のイベントなどにも積極的に参加し、利

用者とスタッフが日頃の活動以外でも共に

余暇を過ごせる機会を持つ事が出来ている。

その他、ボウリング大会、運動会、忘年会、

初詣など恒例の行事も例年通り実施し、行

事やイベント毎に事前のスケジュール配布

や視覚的な提示を導入し、利用者が安心し

て参加できるよう配慮し、スタッフも真剣

勝負で取り組むことにより、楽しく沢山の

事ができた。 

 

○別添資料 Kawasemi 売上と粗利 

前年度の大きな課題として、売上と粗利

であったが平成 26 年度は当初目標だった、 

月間売り上げ 100 万を 10 月にはクリア

し、12 月は日数の関係から届かなかったが、

10 月 11 月 1 月 2 月 3 月とクリアする事が

でき、それに伴い粗利も 50％の設定へ近づ

ける事ができた。また、地域の方からも関

係性が出来てきたという事もあり、様々な

予約が入るようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【地域生活支援センターあ・うん】 

（居宅介護支援） 

 

１．はじめに 

地域生活支援センターあ・うん【居宅介

護支援】とは、いわゆる介護保険のケアマ

ネ事業である。そうそうの杜の介護保険事

業は、２号被保険者の特定疾患で介護保険

の対象になったり、年齢の高い利用者が介

護保険に該当するようになったりすること

を考えて事業を開始した経緯がある。その

ためこじんまりとした事業ではあるが、当

該年度には実地指導があり、制度的にしっ

かり確立されている介護保険制度のため、

かなりたくさんの指摘事項をうけることに

なってしまった。その中でケアマネージャ

ーの常勤専従の問題は、ちいとこの誰でも

ヘルパーに入っていた問題が浮き彫りにな

る指摘事項であった。そのためコンプライ

アンスという観点から、一つの事業として

人員配置の見直しを年度内に行っている。 

また、介護保険事業ということでケアマ

ネ事業と訪問介護事業をひとくくりにして

いたが、この部分も改善が必要になってい

る。 

こういった意味で、居宅介護支援事業に

ついてもちいとこと同じく、コンプライア

ンスにのっとった改革が必要になっている

現状がある。 

 

２．支援体制 

 管理者１名 

（障害相談支援事業管理者と兼務） 

 居宅介護支援専門員 常勤１名 

                 

非常勤 １名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【ホームヘルプセンターとことこっと】 

(居宅介護・重度訪問介護・同行援護・移動

支援・訪問介護・介護予防訪問介護) 

 

１．まとめ 

  ２６年度のとことこっとは実に様々な

ことがあり、年度報告を書くに当たって

何をどう書けばよいか正直なところ困り

果てている。 

とことこっとと地域を統合して「ちい

とこ」として運営して２年目、当初は地

域生活を送る利用者支援が柔軟に対応で

きればと言うことであったが、制度的縛

りがあるとことこっととフリーハンドな

関わりを大切にする地域の、お互いの曖

昧な部分だけが強くミックスされてしま

い、その結果緊張感の薄い組織風土にな

ってしまった。 

また個別の案件ではあるが、ちいとこ

スタッフによる甚大な権利侵害問題が立

て続けに発覚した。利用者の権利を守る

ことが我々の最大の使命のはずか、全く

逆のことをやっていたちいとこスタッフ

が存在したということは、スタッフ個人

の問題だけでなくコンプライアンス意識

の低い組織風土であったと捉えなければ

ならない。 

また、コンプライアンスに基づいてシ

フトやヘルパー派遣状況を見直した結果、

朝夕に偏ったシフトになってしまってい

る。利用者のニーズに沿った支援と効率

的なヘルパー派遣という難しい状況が今

年度は浮き彫りになってきた。 

こういった状況の中、組織の改革は今

待ったなしである。年間計画の振り返り

も必要だが、まずはヘルパー派遣事業所

として最低限、法令遵守した組織体制に

変えていかなければならない。当該年度

もチーム体制を作ったり組織図の明確化

を行ったり、また個々のスタッフといろ

いろ話し合ったりしたが、どれも改革に

大きくつながってはおらず、組織改革は

前途多難な状況である。もうこれ以上権

利侵害の事案はないと信じつつ、スクラ

ップアンドビルドの強い精神が今、とこ

とこっとの各スタッフに求められている。

利用者に対する思い入れは各スタッフま

だまだ高い次元で持ってくれている。そ

の気持ちをとことこっとスタッフ全員が

持ち続けながら、組織改革に邁進してい

きたい。 

 

 

２．具体的項目の振り返り 

※一応年度当初の計画を振り返って

みるが、組織改革が急務の状況の

中、 あまり意味を見いだせない

というのが正直なところである。 

 

① 自己表現・自己決定の難しい利用者

に対して、本当にしっかりしたアセ

スメントができていなかったので

はと思う。次年度の大きな課題であ

る。 

② 登録ヘルパー研修の定期開催はで

きたが、内容的に理念の徹底と技術

向上を目指すという部分では内容

的に不充分であったと思われる。 

③ ２４時間３６５日のヘルパー派遣

を行うことを目指すと共に、緊急時



の支援体制を確保するという面に

ついては、各スタッフ個々の努力に

よるところが大きいが、業務の効率

化についても今後の課題である。 

④ 居宅介護の時間だけではない訪問

については、各スタッフ個々の意識

に開きがあり、回数だけではなく内

容的に充実させることが櫃世であ

るが、十分達成できたとは言い難い

状況である。 

⑤ 利用者支援を協力してすすめられ

るような関係作り・連絡体制の見直

しについては十分行えなかった。 

⑥ 地域生活を豊かに送れるような支

援ができる知識・技術を習得する機

会は十分持てなかったというのが

実感である。 

⑦ 利用者の余暇の充実や情報提供に

ついても、色々と課題を残している

状況である。 

⑧ 常勤ヘルパーの誰もが、いつでもど

の利用者にも関わっていけるよう

な支援体制の確立については、不充

分ながらもバタバタする中で結果

的に幅は広がったのではと思う。 

⑨ チームとして関わる体制作りにつ

いては、チームという意識が持てな

いまま年度が終わってしまった。 

⑩ 利用者ニーズに合わせたヘルパー

のシフトのコーディネートについ

ては、利用者本位ではなく事業所本

位になってしまっている部分があ

り、今後の課題である。 

 

３．支援体制 

管理者 １名 

（管理者については 27 年 2 月に変更） 

統括管理者   １名 

常勤ヘルパー １２名 

（3 月末時点・うちサ責 9 名） 

 

４．プログラム 

部 署 会 議     

毎月第一土曜日 

登録ヘルパー研修 月１回

（木曜と土曜を交互に年１０回開

催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 【 庵 】（生活介護） 

 

１.利用者数・年齢 

登録人数は男女合わせて２６名。年間通

して増減はあるが例年２６名前後の利用が

ある。女性の割合が全体の約６５％で女性

の利用者が多い傾向は変わっていない。一

日の利用人数は平均１２．４名。前年度と

比較してほぼ変化はない。年齢は４０歳以

上が約７０％を占め、年齢層が上がってき

ている。平均年齢は４７．１歳である。利

用者自身の高齢化も進み、またその家族も

年を重ねるごとに負担が大きくなっている

状況である。新規利用はあるが、若い世代

の利用は減ってきている。 

 

2. 障害状況 

身体障害者の割合がもっとも多く、全体

の９２％が手帳を所持している。他の部署

と比較しても多い。身体障害者の利用者で

多いのが肢体不自由で、知的障害や、視覚

障害など重複している人数を合わせると全

体の約半数にのぼる。常時車イスを使用し

ている方が１６名である。 

利用者の８０％以上が区分５、区分６の

重度障害者であり、障害支援区分をみても

平均で５．３と高い。 

食事制限を必要とされるかたが利用され

ていたが、年度内に亡くなったため現在は

おられない状況ではあるが、高齢化がすす

み体調面や身体機能の変化からそういった

利用者も増えていくことは見込まれる。よ

り一層、個別的なケア・配慮が必要な状況

になってくる。  

３．医療的ケア 

 

・吸引（女性） １名 自力での排痰が難しい。主に食事前に吸引

を行い、その他必要であれば随時おこ

なっている。 

（男性） ２名    

頻度はともに少ない（ない場合が多い） 

・経管栄養 （男性） ２名 昼食時と 

水分補給等に注射器、点滴で栄養を注 

入する。 

 

４）新規利用者 

・女性４９歳（身体） 

城東区障害者相談支援センターから 

・女性５２歳（精神） 

都島区事業者から 

 

５）退所者 

・女性４０歳（身体・知的） 

病院にて死去 

  

６）日中活動 

・アルミ缶の回収、プレス、納品 

アルミ缶回収については、地域の人で持

って来て下さる人が定着しており、少数で

はあるが増えてきている。アルミ缶潰しの

作業は、週一回は定期的に活動として出来

ている。昨年に引き続き、今年度も還元率

がアップしており、臨時収入を還元するこ

とができた。 

・創作的活動（陶芸・石鹸作り・貼り絵

など） 

陶芸に関しては当初よりも活動時間の幅

が減った。粘土遊びの枠では日中の活動を

利用し行ってきたが、これまでのように商

品としての取り組みは少なくなってきた。

庵、げんげんにこだわらず、利用者個人の

活動として見極めながら来年度は取り組ん



でいく。 

貼り絵は、その季節ごとに絵を描き貼り

絵として行ったが、年末にはそれを絵葉書

風にし好評だった。 

・Ｗｉｉ・iPad 

ゲームのＷｉｉや iPad を、利用者が手や

指を使っておこなうことで感覚が刺激され、

にこやかな表情をみせる場面も増え、機会

が増えることでレベルアップしている。

個々の活動として動画や音楽などを見られ

る端末は活動の一つとして定着してきてい

る。 

・フットマッサージ等 

体を動かすことが難しい利用者、特に車

イスの方に対してフットマッサージを使用

することにより、足の血流がよくなり思っ

た以上に好評で継続できている。 

・散歩・募金活動・区役所花壇の水やり 

・季節行事（花見・外食・誕生日会・忘年

会・節分など） 

   

６）外出・行事 

・外出行事（バイキングの外食・花見） 

・一泊旅行（三重県・伊勢鳥羽） 

・日帰り旅行（京都水族館）  

 

７）まとめ 

生活介護の事業所として日中の活動をい

かにして過ごすかというところは、これか

らも引き続き考えていかなくてはいけない

大事な部分である。日中活動は、入浴のニ

ーズが高くなっている中で、活動の時間を

利用者個人に則した内容にしていきたいと

いう思いがある。利用者の状況を考えると

入浴だけ、週一回、毎日来ているなどさま

ざまで、全体で同じようなことをするのは

難しいことではあるものの、庵に来ること

でよかった。また来たいと思ってもらえる

ような環境を作り、利用者にとって安心し

て過ごすことが出来る場所を提供しようと

模索しながら行ってきた。日中活動は毎年

の課題であるが、利用者もスタッフもいき

いきと過ごすことができるようにこれから

もおこなっていきたい。 

  ヒヤリハットの報告については、事例

件数はは減った。もちろんヒヤリハット

自体は減ってはいないはずだが報告とし

て挙がってこないことについては、改善

が必要と感じる。幸い大きな事故等は起

こっていないが、ヒヤリハットの位置づ

けとして報告を作成することによって職

員の意識も変わるので、そのことだけに

ついても大いに必要だと認識している。

来年度はデータシステム化に移行するこ

とにより簡素化を目指し記録として残し

ていくようにする。 

利用者、家族の高齢化に伴いまた、利

用者ひとりひとりの将来を見据えた支援

をおこなっていかなければならない。家

族ともに高齢で尚且つ、これからも地域

でこれまでと同じように生活をと考えて

おられる利用者やその家族にとっては、

重要な課題である。障害の進行具合はど

うか。家族の負担軽減はできているかな

ど家族や関係者との細かな部分での話し

合いの場を随時作っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

   



 【 げんげん 】（生活介護） 

 

はじめに 

昨年度の登録 18 名から、この１年で 4

名の新規（再利用１名含む）利用者が増え

登録 22 名となった。１日平均も 15.08 名か

ら 18.05 名と３名増となった。 

曜日によっては 21 名利用の日もあり、

さすがにフロアが手狭に感じざるを 

得ず、事故等の懸念も大きくなった。日中

活動の充実に加え、事故等をどう防ぐかが

大きな課題であったが、なんとか大きな事

故等はなく２６年度を終える事ができた。 

 

１）利用者数・年齢 

登録人数は２７年３月３１日現在で 22

名である。一日の利用者平均は 18 名を超え

た。 

年齢は特別支援学校の卒業生が２名新規

利用したこともあり、平均は３７．９歳と

前年度より１．２歳若返った。平均年齢が

若返っただけで従来の利用者さんの高年齢

化と、家族の方の高年齢化がすすんできて

いる。 

 

 

＜登録利用者状況＞ 

男性 女性 登録人数計 

１４ ８ ２２ 

 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 合計 平均 

2 ２ １２ ２ １ ３  ２２ 37.9 

 

＜月別利用状況＞ 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

延利用

数 

358 359 377 386 332 367 400 324 370 335 346 415 

開所日

数 

21 20 21 22 19 20 22 18 20 19 19 22 

一日平

均 

17 18 18 17.5 18.4 18.4 18.1 18 18.5 17.

6 

18.2 18.9 

 

２）障害状況 

知的障害者が中心で、療育手帳は全員が

所持。A 判定が２２人中２１人と登録者全

体の９５％を超える。障害程度区分でも区

分６の方が１３名と全体の半数近く。平均

では区分がちょうど５．００である。昨年

の平均の５．２８から数字が低くなってい

るのは、区分の低い特別支援学校の卒業生

が 2 名利用したことによるものが大きい。 

身体障害との重複者は８名であり、その

うち基本的に車いすが必要な人は３名であ

る。精神障害との重複者は１名である。 

医療的ケアについては、現在必要な状況

の利用者はおられない。 

 



＜障害者手帳所持状況＞ 

療育手帳 Ａ Ｂ１ Ｂ２ 身体重複 精神重複 

男性 10 1  5  

女性 7   3 １ 

 

＜障害程度区分状況＞ 

障害程度区分 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 平均区分 

男性 2 3 2 7  

5．00 女性  1 0 6 

                         （２7 年３月末現在） 

 

３）新規利用者 

・10 代男性（区役所からの紹介、特別支援

学校卒業のため） 

・10 代男性（特別支援学校からの依頼。実

習を通じて利用希望される） 

・30 代女性（母親の希望。昨年度まで利用

しており、建物の免震構造の不安から利用

終了終了となっていたが、誤解であったと

いうことで利用再開となっている） 

・20 代男性（本人の障害特性を考慮して、

当法人の就労事業所より移行する） 

 

４）退所者・利用停止者  

 今年度はなし。 

 

５）日中活動 

・アルミ缶回収 

回収作業、缶つぶし作業、納品活動と利

用者の方が働くと言う意識を 持って関わ

ることができる作業が多く、また協力して

くださる地域の方との触れ合いもあり、充

実した活動となっている。 

・エコキャップ回収 

近燐の施設等に回収箱を置かせてもらい

回収して回ることで地域とのつながりを作

ることができた。また、直接事業所にもっ

てきていただける機会も増えてきた。回収

したエコキャップは蒲生中学へ持っていき、

ポリオワクチンの普及に役立てることがで

きた。 

・牛乳パック回収→紙ちぎり 

環境事業局への納品の制度が無くなり、

いったん回収を見合わせていたが、協力し

てくださる方が続いた。その関係に加え、

近隣の事業所が紙すきを始めるとのことで

あったので、表面のフィルムを剥がして小

さくちぎるまでをげんげんの作業として、

それを近隣事業所にもっていくという形を

とることとした。以前にやっていたことも

あり、スムーズに行ってもらえる利用者さ

んが多く、また近隣との繋がりを考えると

継続していきたい取り組みである。 

・散歩・公園清掃 

天気が良ければ、午前中は必ず公園に

散歩に出かけている。公園ではスポーツ

等の活動の他、ボランティアで清掃活動

も行っている。 

・園芸活動 

裏の小さな庭に家庭菜園を作っている。

少しであるが実をつける野菜を 昼食に提

供することで、育てる楽しみが生まれてい

る。 



また、毎週水曜日には区役所花壇の水や

り。年に３～４回はボランティア団体の方

とともに、花壇の植え替えを行っている。 

・音楽活動 

キーボードや太鼓を使って楽しんだりする 

ことができた。また週に１回程度カラオケ 

を行い、利用者さんの楽しみとなってい。 

・募金活動 

気候の良い時期に蒲生４丁目付近で行

われる募金活動に、積極的に参加する事

ができた。 

・季節行事（夏祭り・クリスマス・忘年

会・誕生日会・運動会等） 

・外出行事（花見・バーベキュー・社会

見学等） 

・一泊旅行（琵琶湖方面） 

・訪問歯科（毎週金曜日） 

 

まとめ 

重度の知的障害がある方が多いげんげん

にとって、「日中活動の充実」については毎

年考えていかなければならない課題である。

アルミ缶やエコキャップの回収作業等につ

いては一定定着してきたところである。牛

乳パック回収については、「日中活動」にあ

るように、近隣の資源と関わっていける活

動を視野に展開できればと考える。今後、

新たな活動を検討するとともに、より個人

のニーズに合わせた活動を展開していく必

要がある。 

また、個別の対応を必要とする動きのあ

る利用者にスタッフが張り付き、比較的動

きの少ない利用者の方がどうしても見落と

されがちになることがあり、この点におい

ても課題を残している。 

健康面に関しては、口腔ケアが月１回か

ら毎週になり、改善が明きらかになってき

ている利用者さんが目立つ。 

利用者さんの高齢化に伴い、健康状態の

把握が重要になってきている。そのあたり

の状況の把握、対応については不十分な部

分も多かったように感じる。 

利用者の生活面に対する支援の展開につ

いては、スタッフの意識差が大きかった。

勤務年数の長いスタッフがしっかりと伝え

ていき、各スタッフの意識の向上を図る必

要がある。 

スタッフのスキルの向上については、ス

タッフの研修参加の数自体少なかった。研

修だけがスキルアップの方法ではないが、

各スタッフに義務化を検討することで意識

の向上が図れるのではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       



【 伝 】 

（児童発達支援・放課後等デイサービス） 

 

1. まとめ 

今まで年上の児童に手伝ってもらってい

た児童が、今度は年下の児童に対して手伝

ってあげることが出来るようになっている。

児童同士が協力し合い、お互いに成長する

ことが出来ている。 

保護者に気づきの支援が少しでも伝わり

やすいよう連絡帳の書式を他事業所と共通

のものに変更したことでスタッフの意識も

高くなった。今後は振り返りをして改善点

があればまた変更して良いものを作ってい

きたい。 

学校とのケース会議をする際に、伝での

療育方針について話をしたことで対応面で

の統一が出来た。構造化（視覚化）された

ことで伝の利用者だけではなく、他の生徒

にも効果的であった。 

昨年度に引き続き、事業所が増加したこ

とで他事業所と併用して利用する児童が増

加してきている。その中でも口コミで広が

り、見学・利用希望の連絡が多かったのは、

伝での療育が認められていると理解してい

る。 

 

2. 利用状況 

登録  42名（児童発達支援 9 名 / 

放課後等デイサービス33 名） 

  利用終了が 6名（児童発達2名/放課後等

デイサービス4名） 

 

 

3. 進路 

 ・高校を卒業した児童1名 

   進路先 生活介護  

 

4. 障害種別 

・身体障害 14名 

 医療的ケアが必要な児童3名（経管栄養

2名 気管切開1名） 

・知的障害 39名 

・発達障害 3名 （障害者手帳2級 3名） 

 うち自閉症スペクトラム障害 30名（レッ

ト症候群含む）  

 

5. 療育について 

・見守り、待つ姿勢をすることで、気付き

で動くことが出来るよう心掛けた。スタッ

フが待つことで他児童が気付き児童同士

で助け合うことが出来た。しかし、視覚提

示が少なく、声かけだけで対応することも

あった。 

・始まりの会で、日直当番をしたい児童

が誰もいない場合、「○○さんやって」と

指名したり、「どうしますか？」と聞き誰

もいないと高学年の児童が「じゃ、します

ね」と状況を判断したりすることが出来る

ようになった。 

・発達障害児のサポート運動（チットチ

ャット体操）をした後に、児童が希望する

アニメの歌やダンスをしてみんなで楽し

むことが出来た。 

そこで観たいものが異なった時に、どの

ように決めるのかを児童に考えてもらった。

譲ってあげたり、ケンカになったりするこ

ともあったが大切な経験が出来たと思う。 

・医療的ケアが必要な児童が 2名いるが

看護師を配置し、経管栄養・痰吸引をでき

るように喀痰吸引研修をスタッフが受講

して、安全に対応することが出来た。 



 

6. 関係各所との連携、情報交換について 

・保育所 幼稚園 地域の学校 支援学校 

児童が学校に行きたがらないケースが複

数あり、コーディネーターと協力して学校

でのケース会議を行ったことで落ち着いて

学校に行くことが出来るようになった。ま

た、学校の先生から対応の仕方がわからな

い時に連絡が入り、情報を共有することも

出来た。 

・児童相談所 子どもセンター 家庭児童

相談所 

・他事業所（大阪市児童デイ連絡会） 

大阪市児童デイ連絡会では、参加する

事業所が増えたことでまとめにくく、

会場の確保も難しい状況である。そのた

め地域ごと、分野別に行うようになった。

他の区では数回集まっているようだが、

城東区は開催されることはなかった。 

全体の集まりは年1～2回で、情報共有

を主にしていくことを目的としている。 

 

7. 年間行事について 

・畑に行き、種まきをして土に触れたり、

野菜を収穫したりして自然のものにたくさ

んふれることが出来た。また自分たちで収

穫した野菜を食べて、いつもの食事とは違

う楽しみが出来た。 

・お楽しみ会では準備（飾り付けや、

料理のアイデア等）今までスタッフが主

体としていたことを、児童が主体となる

イベントを開催することができた。 

いつもは個人戦のゲームが多かったが、

今回は初めて全員参加型のゲームで風船バ

レーをすることで児童同士で手を添えてあ

げたり、パスが回るようにしたりと身体

障害児と知的障害児が一緒に遊ぶことがで

きた。人を思いやる気持ち、協力する気持

ちを遊びの中から学ぶことが出来た。 

・運動会や忘年会では、回数を重ねる度

に大勢の場が苦手だった児童が落ち着いて

参加することが出来るようになった。また、

初めて参加する児童に経験したことがある

児童が寄り添う場面もみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


